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新エネルギー委員会のお知らせ(第３１２回) 

 

日 時 平成２９年６月８日（木）午後１時～３時半 

場 所 衆議院第二議員会館 地下１階 第７会議室 

    千代田区永田町２－１－２ 

    ◆国会議事堂前駅（丸の内線・千代田線）①番出口より４分、永田町

駅（有楽町線・半蔵門線）①番出口より下車３分。当日、午後０時

４５分より、議員会館玄関にて、通行証を差し上げます。その時刻

前に到着された方は、恐縮ですが、受付脇のロビーにてお待ち下さ

い。会議開始後にお越しの方は、受付に「第７会議室に行きたい」

旨お伝え下されば、お迎えに参ります。 

 

議 題  １、最近の再生・新エネルギーについて想う 

         挨拶 中島稔新エネルギー委員長 

     ２、工場排熱を利用した電力発生技術 

      解説 鹿園直毅東京大学生産技術研究所教授 

      ３、『新エネルギー関連ニュース NO.１６５』 

        解説 中島稔新エネルギー委員長 

    

報 告  去る５月９日開催の第３１１回新エネルギー委員会は、中島稔

新エネルギー委員長が議長を務め行われました。 

 まず、中島委員長より、「最近の再生・新エネルギーについて想う」

と題して開会挨拶がありました。先日、志摩半島沖でメタンハイドレ

ートの抽出に成功したとのニュースがあった。水深１０００ｍ、海底

から３５０ｍの地層からが掘削した。問題は、エネルギー投資効率

（ＥＰＲ）で、「生産エネルギー／投資エネルギー」の倍率は大きい

ほどいい。現在石油は８程度、原子力は６程度で、メタンハイドレー

トがどれくらいになるかに注目している。 

     次に、清原淳平専務理事より、本日の講師・関根泰早稲田大学理工学 



 

 

 

術院教授の経歴紹介がありました。次に、関根教授より、「水素を低温で生成す 

る技術」について解説をいただきました。日本のエネルギー政策の課題は、安

定的に確保できるか、高効率化できるか、石油からガソリンを生産するときの

無駄を減らせるか、自動車や化学産業のエネルギー喪失を減らせるか、家庭で

低温熱の需要を満たせるかなど数多い。資源のほとんどはオーストラリアに依

存している中、水素関連でも研究が行われているが、実用化と研究は別物であ

り、実証を急ぐあまり行き詰まることもある。経産省が出した水素ロードマッ

プにおける燃料電池自動車普及計画が大幅に削減されたのが典型例だ。現在日

本が水素製造においてトップを走っているのは、光触媒を用いた水素製造技術

である。世界的に普及している水蒸気改質法より、独自の技術による製造法で

世界のトップを占めたほうがよい。他に手薄な分野は褐炭からの製造法である。

また、貯蔵技術もまだ進んでいない。常温ではガスでありエネルギー密度が低

いが、燃料電池車では長い距離を走るために、７００気圧という海底での圧力

に近い圧縮水素を入れている。水素を貯蔵することがいかに難しいかが分かる。 

 次に、中島稔委員長より『新エネルギー関連ニュース№１６４』の解説があ

りました。今回は、〇燃料電池の劣化が水による酸化が原因であると突き止め

る。電極材料として用いる白金系ナノ粒子が酸素と結び付きやすいためで、白

金量を減らした合金であれば酸化が抑えられる。これによって燃料電池車の走

行性能を向上させることができるか。○圧縮空気で蓄電するシステム稼働開始。

レアアースや有害物質は使用しない。また、天候の影響が強い風力発電を安定

的に利用する制御技術も確立したいとのこと。○石炭粒子をガスにした複合発

電の実証実験を開始。〇カーボンナノチューブ光触媒でＣＯ２フリー水素の製

造に成功。太陽光エネルギーで高効率化。などの解説があり、一同大いに勉強

になりました。 
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★レクチュアにつき、当日会費 会員千円、非会員三千円にご協力を。 

  次回、６月８日（木）の新エネルギー委員会に 
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